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石油開発業界勤務

1971 - 1977 年：ナイジェリアで石油探鉱に従事

1978 - 2003 年：アブダビで石油開発・生産に従事

日本エネルギー経済研究所勤務

2004 - 2011年： APECのエネルギー政策を研究

2012 - 2015年： 世界の再エネ動向調査に従事

自己紹介



CP 導入政府方針

1) 炭素税や排出量取引制度の導入は産業界が主張するように、国際競争力を弱める怖れがある

ので最初は低い負担で導入し段階的に拡充していく。

2) 一方、2050年カーボンニュートラル（CN）実現という国際公約を達成するためには、今後10年間

に150兆円のGX投資が必要とされ、産業界は毎年15兆円規模の投資を直ぐに始めなければなら

ない。

3) その負担を軽減するために、政府はGX経済移行債を発行して資金を調達しそれを産業界への

投資支援に使う。GX経済移行債の償還原資は、将来本格導入する炭素税や排出量取引制度

から得られる政府収入を当てる。

4) 他方、GXによる成長を確信して果敢にビジネス変革を進める企業は多数あり、これらの企業が

カーボンクレジット市場を通して自主的な排出量取引を行うこと等を支援する。

（産官学でGXを推進する枠組みとして2022年3月、GXリーグを設立）



成長志向型 CP 構想



成長志向型 CP 構想の論点



炭素税と排出量取引制度



排出量取引制度 市場価格安定化措置



GX リーグの段階的発展の論点



GX リーグの概要



新たな金融手法の活用



新たな金融手法の活用例
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